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団地建替えのスタート
昭和30年代建設の団地は、都心やその周辺の条件の良い立地であるが、
低い容積率で敷地の適正利用が図られておらず、住戸規模や間取り・設備等も現在の水準と乖離していた。
そのため、好立地を活かした職住近接の住宅の供給、居住水準の向上等を図る観点から、
昭和61年に関東では小杉御殿、関西では臨港第二を第1号として建替え事業に着手した。
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事業の実施方法

建替えでは、建設時から変容した周辺地域の状況を踏まえて、
従前団地の骨格を形成している空間構造を把握し、継承すべき資

建替え事業の一般的な方法は工区制である。建替えに伴う居住
者の仮移転を少なくするため、戻り住宅建設工区（前工区）と仮

源や改善が必要な課題を整理して基本計画案を策定することが重
要であった。

居住工区（後工区）に分けて事業実施する方法である。後に団地
規模に応じて期別制やブロック制などの方法が用いられた。

■ 初期の建替え団地

初めての団地建替え：小杉御殿

期別制の採用：志賀 /アーバンラフレ志賀

神奈川県川崎市中原区
従前　約1.9ha　280 戸　昭和31 年（賃）
従後　約1.9ha　321 戸　平成01 年（賃・分）

東急東横線武蔵小杉駅から徒歩圏に位置、公団における団地建替えの第1号
である。比較的事業が成立しやすい東横線沿線で敷地が中規模であるなど諸
条件が整っていたため、建替え対象として選定され、昭和61年に建替え事業
を開始した。

建替え前は、敷地中央にオープンスペースを有し、南面4階建て廊下型中層住
棟12棟が配置されていた。容積率は53.5％であった。建替え後は、従前の
南面住棟配置と骨格動線であるループ状の団地内道路を継承している。住棟
は従前の4階建てから5階建てとなり、容積率は約3倍の136％である。

愛知県名古屋市北区
従前　約8.4ha　1316 戸　昭和31 年（賃）
従後　約8.4ha　1236 戸　平成02 年（賃・分）
中部支社初の建替え着手団地で昭和62年に事業着手した。賃貸1,316戸
と多数の施設を擁していたため、一度に多数の移転者を出さずに事業を進める
ことが可能な期別制を全国で初めて採用した。全体を3期に分けた建替事業は
約11年をかけて行われた。建替え前の志賀団地は、名古屋支社第1号の団
地である。当初は名古屋市が計画していた団地建設を実施設計図面を含めて
公団が譲り受け建設された。

建替え前は、2つの大公園と、スターハウス、階段室型、廊下型の3種の住棟
型式の組合せにより空間が構成され、階数も3、4、5階と変化に富んでいる。
平坦な地形の中に、場所性を生み出すため、カーブする道路や公園と一体化す
るスターハウス住棟の採用などは、先進的な組み合わせであった。

建替え後は、公園、店舗の位置は従前団地を継承して、住棟の配置も南面平
行配置としている。団地を南北に分ける幹線道路を境に南街区が分譲団地である。
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